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( 1 ) 雷異常電圧を防止するための避雷器の設置場所によって各機器に加わる異常電圧が異ることを
明らかにすると共に、その決定に系統の静電容量を考慮した上でサージ模擬計算盤を用いる方法を
確立した。
( I ) 超高圧系統の開閉サージの抑制には抵抗投入方法が有効であることを解析、実験の両面から明
らかにした。
(皿) 地絡時の異常電圧をきめる接地方式について解析と実験の結果から抵抗、リアクトル併用方式
が最も望ましいことを明らかにした。
(町) 塩害防止用がいしとして抵抗温度係数の小さい酸化すず半導体粕がいしをはじめて開発し、そ
の有効性を明らかにした。またこの半導体粕がいしによってコロナ雑音も著しく軽減されることが
わかった。
(V) 油入機器の運転時の絶縁劣化検出法として分解ガスの検出とその分析が極めて有効で、あること
をはじめて明らかにし、事故の種類も予知できることを示したO
以上のように本論文は電力系統の異常電圧の発生と防止、絶縁劣化の予知などについて多数の実験
例を系統的に整理、検討することによって重要な新知見を得ており、その多くは最近の超高圧電力系
統に応用されている。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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